
令和5年4月
改正精神保健福祉法施⾏

五稜会病院精神科医療教育動画（GMCPLM0002）

「入院者訪問支援事業」の創設「入院者訪問支援事業」の創設

この動画は、馴染みの少ない精神科医療ついて、わかりやすく説明し、
少しでも、精神科への偏見を取り除くことを目的として作成したものです。
この動画は、馴染みの少ない精神科医療ついて、わかりやすく説明し、
少しでも、精神科への偏見を取り除くことを目的として作成したものです。



障害者の日常生活及び社会生活を総合的
に⽀援するための法律等の⼀部を改正す
る法律案の概要

厚生労働省の資料



「入院者訪問支援事業」の創設



平成27年度厚⽣労働科学研究補助⾦
（障害者総合福祉推進事業）

国庫補助所要額 6,393千円
事業実施期間
平成27年7月3⽇〜平成28年3月31日

厚生労働省・日本精神科病院協会（日精協）
のホームページにアップロードされています。
厚生労働省・日本精神科病院協会（日精協）
のホームページにアップロードされています。



アドボケーターガイドライン
 アドボケーター
精神障害者が入院において自らの
意思決定及び意思の表明を支援するもの

１．はじめに
２．全体のイメージ
３．アドボケーターの定義
４．アドボケーターの必要性
５．資質・研修
６．導入
７．同意書
８．活動の実際

守秘義務、活動報告書
９．医療機関との連携
10．おわりに
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アドボケーターの定義

アドボケーターとは、精神科病院に入院している者
にとって、入院生活での困り事に対して信頼できる相
談相手で、入院中の「説明が得られない」「聞いても
らえない」ことに対しても、本⼈の⽴場で気持ちや状
況を理解し、必要に応じて代弁することで、本⼈が⾃
分の気持ちに正直に⽣き、主体的に精神科医療を受け
られるように側面的に支援する者である。

アドボケーターは、本⼈の話を先⼊観なく理解し、
利害関係のない⼈がその任を担う。

入院に係る精神障害者の意思決定及び意思の表明に関するアドボケーターガイドラインにおける入院に係る精神障害者の意思決定及び意思の表明に関するアドボケーターガイドラインにおける



訪問相談と意思決定支援

⽀援者が市⻑同意による医療保護⼊院者を中⼼に訪問
相談に応じることで、医療機関外の者との⾯会交流を確保
精神科病院での患者の 権利擁護 を図る

平成27年度厚⽣労働省障害者総合福祉推進事業
「入院に係る精神障害者の意思決定及び意思の表明に関するモデル事業」報告書
平成27年度厚⽣労働省障害者総合福祉推進事業
「入院に係る精神障害者の意思決定及び意思の表明に関するモデル事業」報告書

「訪問相談」 ＝ 意思決定支援ではない
今後、精神科病院での意思決定⽀援は︖

「訪問相談」 ＝ 意思決定支援ではない
今後、精神科病院での意思決定⽀援は︖

「意思の表明の支援とは、・・本人に寄り添って、その気持ちを代
弁できるような支援をさすものとし、意思決定支援とは、精神障害
者が意思を表明して、⼊院している医療機関や地域援助事業者と協
働でできることが可能な支援」



意思の表明・意思決定

意思の表明・支援意思の表明・支援

本人が自らの意思を
述べること

意思決定・支援意思決定・支援

支援は医療機関・関係
機関と協働して行う支援は傾聴が主体

意思の表明後自らの
希望を叶えること

演者作成


